
資料４

優先度A：期間内にサーベイランス及びモニタリングを実施

アザスピロ酸 水産物 二枚貝 二枚貝 二枚貝 〇

タイプBトリコテセン類 農産物
小麦、大麦、
ライ麦、ハトムギ

小麦、大麦、ライ麦 小麦、大麦 小麦、大麦 〇

デオキシニバレノール 飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 〇

フモニシン（B1+B2+B3） 飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 〇

総アフラトキシン 農産物 ハトムギ 〇

アフラトキシンB1 飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 〇

ゼアラレノン 飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 粗飼料 〇

麦角アルカロイド類 農産物 小麦、大麦、ライ麦 小麦、大麦、ライ麦 〇

農産物
キク科植物
（エキナセア、
　エキナセア加工品）

キク科植物
（スイゼンジナ）

キク科植物
（モリアザミ）

〇

畜産物 はちみつ

農産物 コメ コメ コメ コメ 〇

飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 〇

農産物 コメ コメ コメ コメ 〇

飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 〇

水産物 ズワイガニ 〇

飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 〇

メチル水銀 水産物 メバチマグロ クロマグロ 〇

水銀 飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 養殖水産動物用飼料 〇

食品の安全性に関する有害化学物質の
サーベイランス・モニタリング中期計画（令和３年度～令和７年度）実施状況

優先度A
中期計画（R3～R7）の調査対象 調査実績・今後の計画 実施状況

（R6.3現在）危害要因 食品群・飼料 R3 R4 R5 R6（予定）

サーベイランス ピロリジジンアルカロイド類

カドミウム

ヒ素

鉛
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優先度A：期間内にサーベイランス及びモニタリングを実施

危害要因 食品群・飼料 R3 R4 R5 R6（予定）

アクリルアミド 加工食品 惣菜

ポテト系スナック菓
子、ビスケット類、
ウエハース、ラス
ク、米菓、フライド
ポテト、飴菓子類、
砂糖類（分蜜糖、
メープルシロップ、
糖蜜、黒蜜、他の糖
質系甘味料）

ポテト系スナック菓
子、フライドポテ
ト、麦茶、調理済み
カレー、野菜チップ
ス、ココアパウダー
及びチョコレート

フライドポテト、
乳幼児用穀類加工品

〇

多環芳香族炭化水素類
（PAH）

加工食品

3-MCPD 脂肪酸エステル類
及び

グリシドール脂肪酸エステル類
加工食品

食用植物油脂、魚油
を主成分とする食
品、加工油脂、乳児
用調製乳

食用植物油脂、魚油
を主成分とする食
品、加工油脂、乳児
用調製乳

〇

3-MCPD 加工食品
しょうゆ、
アミノ酸液

〇

フラン及びフラン化合物 加工食品

コーヒー飲料、果実
飲料、しょうゆ、乳
児用調製粉乳及びベ
ビーフードのうち３
種類

農産物 葉菜類 〇

畜産物

水産物 ブリ カタクチイワシ 〇

飼料
飼料原料、
粗飼料

飼料原料 飼料原料 飼料原料 〇

※本資料は、「食品の安全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニタリング中期計画（令和３年度～令和７年度）」に基づいて作成したものであり、
　 本計画外で実施した調査については、本資料に含まれておりません。

優先度A
中期計画（R3～R7）の調査対象 調査実績・今後の計画 実施状況

（R6.3現在）

サーベイランス

ダイオキシン
（コプラナーPCBを含む）
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優先度A：期間内にサーベイランス及びモニタリングを実施

危害要因 食品群・飼料 R3 R4 R5 R6（予定）

デオキシニバレノール 飼料
家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

〇

フモニシン（B1+B2+B3） 飼料
家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

〇

アフラトキシンB1 飼料
家畜・家きん用配合
飼料、飼料用とうも
ろこし

家畜・家きん用配合
飼料、飼料用とうも
ろこし

家畜・家きん用配合
飼料、飼料用とうも
ろこし

家畜・家きん用配合
飼料、飼料用とうも
ろこし

〇

ゼアラレノン 飼料
家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

家畜・家きん用配合
飼料

〇

カドミウム 飼料
家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

〇

ヒ素 飼料
家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

〇

鉛 飼料
家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

〇

水銀 飼料
家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

家畜・家きん用配合
飼料、乾牧草等、
動物由来飼料原料

〇

※本資料は、「食品の安全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニタリング中期計画（令和３年度～令和７年度）」に基づいて作成したものであり、
　 本計画外で実施した調査については、本資料に含まれておりません。

優先度A
中期計画（R3～R7）の調査対象 調査実績・今後の計画 実施状況

（R6.3現在）

モニタリング
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優先度B：期間内に可能な範囲でサーベイランスを実施

パツリン 加工食品

オクラトキシンA 飼料
家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合飼
料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

〇

ステリグマトシスチン 飼料
家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合飼
料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

〇

ゼアラレノン 農産物
小麦、大麦、
ライ麦、ハトムギ

小麦、大麦、ライ麦 小麦、大麦 小麦、大麦 〇

農産物
小麦、大麦、
ライ麦、ハトムギ

小麦、大麦、ライ麦 小麦、大麦 小麦、大麦 〇

飼料
家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合飼
料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

家畜・家きん用配合
飼料及びその原料

〇

麦角アルカロイド類 加工食品

ピロリジジンアルカロイド類 加工食品

カドミウム 水産物 ズワイガニ 〇

農産物 落花生 〇

加工食品 黒糖、糖蜜

砂糖・甘味料類（分蜜
糖、含蜜糖、メープル
シロップ、糖蜜、黒
蜜、他の糖質系甘味
料）、はちみつ、飴菓
子類、梅を主原料とす
る加工食品

乳幼児用食品（ドラ
イタイプ）、乳幼児
用食品（ウェットタ
イプ）、乳幼児飲
料、乳児用調製乳

〇

ヒスタミン 加工食品

トランス脂肪酸 加工食品 加工油脂
食用植物油脂、調味
料・香辛料類、穀類
加工品、菓子類

〇

パーフルオロアルキル化合物 水産物 魚介類（マアジ）
魚介類（ブリ、カレ
イ、ウナギ、マダイ、
カキ）

マイワシ、カツオ、
マダラ、アサリ、
アユ（P）

〇

※本資料は、「食品の安全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニタリング中期計画（令和３年度～令和７年度）」に基づいて作成したものであり、
　 本計画外で実施した調査については、本資料に含まれておりません。

優先度B
中期計画（R3～R7）の調査対象 調査実績・今後の予定

サーベイランス

食品群・飼料 R3 R4 R5

実施状況
（R6.3
現在）危害要因 R6（予定）

タイプAトリコテセン類

鉛
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優先度A：期間内にサーベイランス及びモニタリングを実施

危害要因 食品群 R4 R5 R6（予定）

鶏肉 成鶏、ブロイラー 成鶏、ブロイラー 〇

牛肉

豚肉

鶏卵 鶏卵

鶏肉 成鶏 成鶏、地鶏・銘柄鶏 〇

牛肉 肉用牛

豚肉

スプラウト スプラウト

もやし もやし

牛肉 肉用牛

スプラウト スプラウト

もやし もやし

E型肝炎ウイルス 豚肉

A型肝炎ウイルス 二枚貝

ノロウイルス 二枚貝 カキ カキ カキ 〇

優先度B：期間内に可能な範囲でサーベイランスを実施

危害要因 食品群 R4 R5 R6（予定）

農畜水産物由来
の非加熱喫食調
理済み食品

スプラウト スプラウト

もやし もやし
野菜・果実 いちご いちご 〇

サルモネラ

実施状況
（R6.3現在）

中期計画（R4～R8）の調査対象 調査実績・今後の予定

腸管出血性大腸菌
野菜

野菜

※本資料は、「食品の安全性に関する有害微生物のサーベイランス・モニタリング中期計画（令和４年度～令和８年度）」に基づいて作成したものであり、
　 本計画外で実施した調査については、本資料に含まれておりません。

食品の安全性に関する有害微生物の
サーベイランス・モニタリング中期計画（令和４年度～令和８年度）実施状況

A型肝炎ウイルス

中期計画（R4～R8）の調査対象 調査実績・今後の予定

野菜

リステリア・モノ
サイトジェネス

〇

〇

〇
サーベイランス

優先度A

サーベイランス

優先度B

実施状況
（R6.3現在）

カンピロバクター
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